
　◇期日　2023年3月17日（月）日帰り
　◇天候　曇り　　　
　◇参加者

宮田宏美、木村　秩、小磯義昭、宍倉弘、佐久間　勤、虻川敏雄、堀井信治、守屋　哲

木村いよ子、佐久間弘子、大知洋子、宮部弘美(大知さんの友人）、行田眞勝 13名

（現地合流：宮田さん、堀井さん、守屋さん）
　佐久間さん、小磯さんの車に分乗して出発

　◇行程
坂東ﾖ-ｸﾀｳﾝ7:03～大生郷ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ(7:18)7:26～小町の館駐車場(8:18)8:38 ～天の川沢コ－ス
願いの滝(9:07)9:13～しずく石(9:26)9:34～三角岩(9:42)9:49～展望岩(10:00)10:06～
小町山山頂361m(10:14)10:49～朝日峠ハイキングコ－ス よろこぶ(樹のコブ)11:12～
ハ－ト石(11:18)11:25～おかめ岩(11:28)11:32～小町の館駐車場11:55
昼食：小町庵～昼食後 小野小町の墓へ徒歩で見物～小町の館駐車場(13:15)13:20
～坂東ﾖ-ｸﾀｳﾝ(14:32)

　◇記録

した人もいました。道標もきちんと整備されていて、小町の郷を盛り

所々に咲いていて、種類も色々あるらしく、知らないと皆同じにに見えますが
花に詳しい宍倉さんが｢これは○○｣、｢あれは○○｣と教えてくれます。
山の仲間にこういう方が居ると山登りも何倍も楽しくなりますね。感謝です
小町山山頂には10時14分に登頂、標高361mですが、樹々の間からは関東
平野、筑波山、晴れていれば富士山も見えるらしい。手作りの方位盤があり

によるエネルギ－切れで、低血糖状態に陥り倒れ込んでしまったランナ－を
何名もみています。山登り前に食事や水分を摂らずに登り歩けなくなった
山の仲間もいます。飴玉1個でも大切ですね。運動時は気をつけましょう。
山頂に近い所にある｢展望岩｣の上に10時丁度に到着、ここにも当然のように
ベンチがありましたが、座りながら関東平野の眺めを満喫しました。ただ
曇っていたので50点位の眺めかな。ここまで登ってくる途中には、スミレが

滝はこの先、｢姫の滝｣、｢雄の滝｣がある。どういう思いで名付けたのかな。
岩や石も所々にあり、｢しずく石｣、｢三角岩｣、｢舞台岩｣、｢三段岩｣、｢展望岩｣
が点在している。各場所には必ずベンチが設置されていて、高齢者揃いの
我々にはとても有難く、ベンチを見るとつい小休止してしまい、なかなか
先に進みません。当然糖分等のエネルギ－補給も欠かせません。記録係の
私はマラソン大会にも出ていますが、｢ハンガ－ノック｣といって糖分不足

2023年初のワンゲルOB山行ですが、スタ－トから皆さんの足取りは軽やか
です。桜は満開とまではいきませんが、咲いていて春らしいハイキングです。
登山口には地元の方々が手作りした木製の杖が沢山置かれていて、早速利用

登山道に入るとすぐ、｢山ノ神｣様があり一礼していく。この先には様々な
小さな滝や岩・石があるが、最初に｢願いの滝｣があり小休止する。ここで願い
事すると良いことがあるのかな？密かに願い事した人もいたかも。

坂東市から近い土浦市に、こんな良い場所があるとは知りませんでした。
各自出発の準備をして、8時38分に出発しました。今日の天候は曇りで、夕方
から雨が降り出す予報ですので、行動中の天候は大丈夫そうです。
小町山はいわゆる里山ハイキングで、子供達も気軽に登れるよう登山道も
歩きやすいようです。小町の館から小町山山頂のル－トも4ル－トあり、今回
は滝や面白い岩などが点在している｢天の川沢コ－ス｣から登り始めました。

8時18分、小町の館駐車場に到着しました。50台程が駐車できるスペ－ス
ですが余裕で駐車できました。ここで宮田さん、堀井さん、守屋さんと
予定通り合流できました。｢小町の館｣は小町伝説の魅力を伝えるとともに
市民と小町の里を訪れた人々の交流の場として利用されているとのことで
田植え、蕎麦打ち体験やパラグライダ－飛行体験、また農作物販売、蕎麦屋
や様々な小町山ハイキングル－トが多種あり楽しめる場所のようです。

2023年度ワンゲル小町山（土浦）ハイキング
～里山ハイキングと小野小町を訪ねる～

記録　行田　眞勝

3月17日、ワンゲル山行土浦にある小町山ハイキングが実施されました。

小野小町伝説のある土浦市小野、名も無き山に地元の有志により登山道が整備
され、2017年に完成して山の名前も小町山と名付けられた標高361mの山
です。いつものようにヨ－クタウンのイエロ－ハット前に10名が集合、佐久
間さんと小磯さんに車を出していただき7時3分に出発しました。
現地で宮田さん、堀井さん、守屋さんが合流です。出発してまもなく、大生郷

上げたいという地元の方達の細かな配慮と力の入れようを感じます。

のセブンイレブンで不足している食料等を各自買い出ししました。
平日の朝、通勤時間帯なので若干道が混んでいましたが、1時間10分程の
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思いです。早速皆さん利用させていただきました。とても便利です。
山頂で記念写真を撮り、30分程休憩後の10時49分に下山を開始しました。

小町の館駐車場には11時55分に到着、丁度お昼時でした。敷地内にある
｢小町庵｣に入り、常陸秋蕎麦の｢おろし蕎麦｣その他,各自昼食を摂りました。
昼食後は、小野小町の墓があるとのことで、駐車場から近いので徒歩で向かい

小町の館駐車場で現地集合の方々と別れ、坂東ヨ－クタウンに14時32分に

ました。｢小野小町は絶世の美女とうたわれた平安時代の歌人で、京都から

ハンガ－がありました。何という事でしょう、様々なアイデアには頭が下がる

下山コ－スは｢朝日峠ハイキングコ－ス｣を下りました。途中樹にコブがある
｢よろこぶ｣や、ハ－トの形をした4連の｢ハ－ト石｣を見ながら下り、その先
には、本当におかめに見える｢おかめ岩｣を観賞しながら下りました。

到着しました。近いので早い到着です。企画していただいた幹事の皆様

何が見えるのか分かります。また、山頂の脇にパラグライダ－離陸場があり
体験が出来るようです。登山開始時間が早かったので、途中ゆっくり休憩
しながらでも早い時間に登れ、ここでしばし大休止となりました。山頂の
ベンチ横には、ザックを引っかけて吊すことができる、木で出来た手作りの

69歳で亡くなったと言われている｣。石造五輪塔こじんまりとしたお墓でした。

ありがとうございました。次回も楽しみにしています。

奥州に旅する途中、清滝観音から北向観音（八郷町小野越）に向かいお参り後、
病に倒れ、この地の小野源兵衛に介抱を受けたが、元慶7年（883年）7月7日
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